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専修部門：臨床副作用学 

専門分野：臨床薬学 

指導教員：江川 孝 

研究領域：医薬品による有害反応の機序解明と副作用の早期予測・回避に関する研究 

研究内容： 

 薬剤師が適切な医薬品使用を提供するためには副作用を予測回避することが

重要である。医薬品の副作用発現の機序は、薬理作用に起因、化学物質による毒

性、受益側のアレルギーの３つに大きく分類される。薬理作用に起因する副作用

は、効果の延長、副次的な薬理作用、薬理作用の耐性・消失に分類して予測する。

化学物質による毒性は、過去の事例を参考にして医薬品の化学構造から考える

ことが重要である。また、受益側のアレルギーに起因する副作用は起因物質の交

叉反応も含めて推測する。本研究室では、医薬品の適正使用のための臨床副作用

についての知識・技能・態度について指導する。 

 以下に示す項目を達成目標とする。 

 医薬品の有害事象例について列挙できる。 

 臨床検査値の正常値から有害事象の発生を判断できる。 

 医薬品の副作用に関する情報を収集できる。 

 添付文書情報から副作用機序の分類ができる。 

 有害事象報告から副作用アセスメントシートを作成できる。 

 ポリファーマシーについて提案できる。 

 処方せんから処方カスケード例を抽出できる。 

 患者の年齢、特性に応じた薬物療法について問題点を抽出できる。 

 

【キーワード】 

 ポリファーマシー、処方カスケード、副作用アセスメント、コクラン、副作用

機序分類、相互作用、抗がん剤曝露、多変量解析 

 

 

 

 

連絡先：egawat@fukuoka-u.ac.jp 

研究室の場所：薬学部棟 17 号館 3 階（臨床薬学研究室） 
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専修部門：臨床薬剤学 

専門分野：実務薬剤学 

指導教員：今給黎 修 

研究領域：医薬品の適正使用に関する研究 

研究内容： 

 臨床現場における薬剤師の最大のテーマが「医薬品の適正使用」であります。

そのテーマを推進するために、①副作用症例の収集・解析、②副作用の危険因子

の探索、③副作用防止あるいは重篤化予防のための薬学的介入および④医薬品

（特に発売後間もない新薬）の調査研究が必要となります。これらに関する臨床

研究を自ら立案し遂行することになります。 

①～④に関する研究の例として、副作用発現の解明、副作用防止のための最適

投与法の開発、副作用予測ツールの開発、新たながん化学療法支持療法の開発と

アドヒアランスとイベントの関連性解明、高額医薬品の薬剤経済学的解析等に

関する臨床研究および基礎実験を立案します。これらの研究案をもとにデータ

の収集・解析、場合によっては基礎実験を実施し、データの裏付けを行います。

同時に薬学的考察力を学び、学会発表および論文執筆へと結び付けていきます。

最終的には学位取得を目指し業績の集積を行います。 

我々の研究室では、医療人として研究者として、そして教育者としての倫理観

の確立および指導者としての態度・知識の育成を全力でサポートします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

連絡先：imakyure@fukuoka-u.ac.jp 

研究室の場所：薬学部棟 17 号館 4 階 417（実務薬剤学教室） 

      ：福岡大学筑紫病院薬剤部  

  

副作用症例解析 薬学的介入

危険因子の探索 調査研究

医薬品の適正使用の推進
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専修部門：臨床薬剤学 

専門分野：実務薬剤学 

指導教員：神村英利 

研究領域：医薬品の適正使用・至適投与法に関する研究 

研究内容： 

 医薬品は臨床試験により、患者に対する有効性と安全性が確認された後、世に

出てきます。しかしながら、倫理的配慮や開発コストなどにより、臨床試験は限

られた患者でしか行えません。一方、医薬品は製造販売承認されると、臨床試験

では除外されることが多い小児、妊婦、授乳婦、高齢者、臓器障害が著しい患者

にも投与されます。 

 ところで、医薬品は同じ投与量で効かない患者もいれば、効きすぎる患者もい

ます。また、投与タイミングや併用薬によって、効果が減弱あるいは増強するこ

とがあります。 

 そこで、患者のデータを収集・解析して、医薬品の適正使用法や至適投与法を

見出す研究を行っています。本研究成果は、医療現場での薬剤師の処方設計支援

や処方提案のほか、医薬品添付文書改訂や診療報酬改定の根拠となります。

 

図．医薬品適正使用のサイクル 

 

連絡先：kamisan@fukuoka-u.ac.jp 

研究室の場所：薬学部棟 17 号館４階 415 号室（実務薬剤学研究室） 
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専修部門：臨床薬物治療学 

専門分野：臨床薬物治療学 

指導教員：遠城寺宗近 

研究領域：精神神経疾患の病態解明および治療法開発 

研究内容： 

・現在、世界的な領域で、アルツハイマー型認知症やパーキンソン病に代表され

る神経疾患や、統合失調症および大うつ病性障害等の精神疾患の罹患者数が

増加しており、大きな社会問題となっている。これらの精神神経疾患は、人間

の持つ高次の脳機能を障害し、また社会性を崩壊させ、人間らしい社会生活を

困難にさせるため、その病態解明および有効な治療法開発は喫緊の課題であ

る。 

・海馬は、認知機能（記憶、学習、判断等）や情動調節機能（感情のコントロー

ルやストレス反応の制御）といった機能を担う脳領域である。近年の研究によ

り、成体海馬歯状回では、新たな神経細胞が誕生する現象「神経新生」が豊富

に存在することが明らかとなった。海馬神経新生は、正常な海馬機能を適切に

維持するための神経細胞の新陳代謝を司っており、加齢やストレスによる海

馬神経新生の減少は、先述した様々な精神神経疾患の病態に強く関与すると

考えられている。 

・私達の研究室では、村田雄介助教を中心にこの海馬神経新生の変化に関わる生

体内因子、またそれを調節しうる物質の発見を目的とした研究を行っている。

中でも、減少要因として「心理・社会的ストレス」「肥満」「睡眠不足」に注目

し、海馬神経新生減少のメカニズムとそこから発生あるいは連動する病態生

理学的変化の解明に尽力している。また、「抗うつ薬」や「抗精神病薬」が増

加要因となることが広く知られているが、これらの薬剤による海馬神経新生

増加のメカニズムを解明することで、有効性・安全性に優れた治療薬の開発が

期待できる。 

・さらに、「十分な睡眠」「社会的交流」「植物由来の芳香成分」といった、臨床

現場では有効とされているものの十分なエビデンスの少ない非薬物療法に注

目して、海馬神経新生への好影響の客観的評価をもって、その治療法の現代医

学的エビデンスの構築を目指している。 

 

 

連絡先：enjoji@adm.fukuoka-u.ac.jp 

研究室の場所：薬学部棟 17 号館７階（臨床薬物治療学研究室） 
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専修部門：医薬品情報学 

専門分野：医薬品情報学 

指導教員：原 周司 

研究領域：医薬品評価 

研究内容：MRSA 産生バイオフィルムの形成機構に関する研究 

 

メチシリン耐性黄色ブドウ球菌（MRSA）は院内感染の原因菌として知られ、

医療現場で重大な問題となっている。MRSA によるバイオフィルム（BF）形成

は菌株により大きく変動し、菌毒性発現に関わる。浮遊状態の菌が基質に付着後、

多糖類を含む細胞外基質を分泌しながら増殖し、BF は成熟する。BF 形成によ

る薬剤抵抗性の獲得は、BF そのものの薬剤の浸透性の低下、増殖能が低下した

細胞（パーシスタ―）や small colony variant（SCV）の出現などから説明され

ているが、BF 形成のどの時期に薬剤抵抗性が獲得されるのかなど、基本的な抵

抗性獲得メカニズムは分かっていない。 

そこで、①BF の化学構造の解明、②BF 形成機構の解明、③BF 形成阻害薬の

開発など多方面から研究を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

連絡先：harashu@fukuoka-u.ac.jp 

研究室の場所：薬学部棟 17 号館 5 階（医薬品情報学研究室） 
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専修部門：薬学疾患管理学  

専門分野：生物薬剤学  

指導教員：山内 淳史 

研究領域：病態依存的な薬物有害作用発現機序の解明と薬学的管理法の構築に

関する研究 

研究内容：薬物有害作用発現の危険因子は多岐にわたる。医薬品開発時の臨床試

験（治験）の対象患者は人数、プロフィールともに限局的であり、効果や有害作

用の抽出が充分行えていないのが現状である。市販後、実臨床において薬物が使

用される患者は、多様な背景を抱えており、これが予期せぬ有害作用を惹起する

一因となっている。特に患者の抱える様々な病態および前病態は、生理機能の変

容を惹起し、有害作用発現に関与すると考えられる。そこで私達は、薬物動態学

的および薬力学的観点から、病態・前病態時における薬物有害作用発現の危険因

子を明らかとし、薬学的管理法を構築する基礎実験情報の提供を目指す。  

 

 

主な研究プロジェクト 

(1) 慢性閉塞肺疾患（COPD）における薬物有害作用 

  ・COPD 患者では抗コリン性吸入薬の脳移行性が変化し、認知機能に悪影

響を及ぼすか？ 

(2) 高尿酸血症（HU）における薬物有害作用 

  ・HU 患者では薬剤性腎障害や肝障害は起こりやすいか？ 

(3) 禁煙補助薬バレニクリンによる心血管イベント発症機序 

(4) フルオロキノン系抗菌薬による大動脈瘤・解離の発現機序 

 

 

 

 

 

 

連絡先：atyama@fukuoka-u.ac.jp 

研究室の場所：薬学部棟 17 号館 6 階（生物薬剤学） 
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専修部門：製剤設計学 

専門分野：創剤学 

指導教員：加留部 善晴 

研究領域：医薬品の新規製剤設計と評価研究 

研究内容： 

１）放射性医薬品の開発 

  がん、心臓、脳などの疾患に対する Tc-99m 標識放射性医薬品を開発する。

目的組織に親和性を有する物質に Tc-99m 配位能を付与し、スズ還元法によ

り Tc-99m 標識放射性医薬品を調製する。より優れた放射性診断剤を検索す

ると同時に、近年病院薬剤師に求められている放射性医薬品の調製技能を学

ぶ。 

２）膵石溶解用製剤の開発 

  治療が非常に困難な膵石を溶解する薬剤が求められている。本研究は膵管

に挿入するカテーテルで膵石を溶解するための薬物溶液を検索する。膵臓組

織への障害性の少なく、膵石溶解性に優れた薬物溶液を調製する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

連絡先：karube@fukuoka-u.ac.jp 

研究室の場所：薬学部棟 17 号館 5 階（創剤学研究室） 
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専修部門：製剤設計学 

専門分野：創剤学 

指導教員：松永和久 

研究領域：医薬品の新規製剤設計及びその応用研究 

研究内容：臨床で治療に使用された薬物が、適切な効果を発揮するためには、製

剤化により適切な投与剤形にすることが必要である。更に、薬物の有効性を最大

限に引き出し、副作用を抑え、安全性を最大限に追求するために、薬物を「必要

な時」に、「必要な部位」に、「必要な量」送り込む手法として様々な薬物送達シ

ステム (DDS) が開発されている。また近年では、患者個々人に合わせ適正化さ

れたオーダーメード (個別化) 医療に対応するために、多品種少量生産に適した

製剤化技術が注目されている。 

 

 セルロース誘導体を用いたオーダーメード製剤の開発：3D プリントやイン

クジェットプリント技術を応用したオーダーメード製剤の製造法が開発さ

れている。3D プリントやインクジェットプリントに適した製剤基剤をセル

ロース誘導体を用いて開発する。 

 

 脂肪滴集積を利用した診断薬の開発：狭帯域光観察拡大内視鏡で胃や大腸の

上皮性腫瘍に観察される白色物質 (WOS) は、微小な脂肪滴の集積であるこ

とが解明されている。経口投与することで WOS 密度を上昇させ、消化管疾

患の診断や治療に用いることができる医薬品を開発する。 

 

 画像診断用放射性医薬品の開発：各種体内組織に親和性を有する物質に、キ

レート能を付与し、アイソトープで標識して、体内の描出を可能にする診断

用放射性医薬品を開発する。 

 

 

 

連絡先：k-matsu@fukuoka-u.ac.jp 

研究室の場所：薬学部棟 17 号館 5 階（創剤学研究室） 
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専修部門：製剤設計学 

専門分野：薬物送達学 

指導教員：髙田二郎 

研究領域：天然由来素材の新規薬物送達システム開発による新規用途展開 

研究内容： 

 

・キノン骨格を有する医薬品の新規薬物送達システムの開発による新規用途

展開（物理化学的性質の改善、BA の改善、適用性の拡大） 

 

・クロマノール骨格を有する薬物の新規薬物送達システムの開発による新規

用途展開（物理化学的性質の改善、BA の改善、適用性の拡大） 

 

・ポリフェノール類の新規薬物送達システムの開発による新規用途展開（物

理化学的性質の改善、BA の改善、適用性の拡大） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

連絡先：jtakata@fukuoka-u.ac.jp 

研究室の場所：薬学部棟 17 号館 5 階（薬物送達学研究室） 
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専修部門：臨床疾患薬理学 

専門分野：臨床疾患薬理学 

指導教員：岩崎 克典 

研究領域：アルツハイマー型認知症の漢方治療のサイエンス「漢方を科学で解き明かす」 

 

研究内容：認知症の病因解明や治療薬の開発を目標にして、行動薬理学を基盤に

しながら生化学的、分子生物学的、電気生理学的手法を積極的に取り入れ、遺伝

子から行動まで幅広い分野で研究を行っています。臨床との連携から、自分の研

究が、実際に患者さんの症状改善に役立つことを体験できます。 

 

●アルツハイマー病の発症原因と治療薬の開発研究（臨床に直結した研究） 

●漢方方剤の中枢作用の科学的評価（漢方を科学する） 

●精神疾患（統合失調症、自閉症）の発症原因と治療薬の開発研究 

●脳細胞の構成比とシナプス機能に関する研究 

●グリア細胞の老化と疾患に関する研究 

●シナプスの“個性”に関する研究 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
連絡先：iwasakik@fukuoka-u.ac.jp, shutarok@fukuoka-u.ac.jp 

研究室の場所：薬学部棟 16 号館 6 階７階（臨床疾患薬理学研究室・動物実験室） 

  

将来疾患に対して薬物治療の専門家として医師からも信頼され

対等に活躍できるワンランク上の薬剤師が求められています。 

研究マインドをもった薬剤師こそ、次世代のリーダー薬剤師と

して活躍できます。臨薬大学院で第一歩を踏み出そう。 
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専修部門：病態機能解析学 

専門分野：生体機能制御学 

指導教員：三島健一 

研究領域：神経疾患の病態解明と個別化医療に関する研究 

研究内容：抗癌剤の副作用、大麻、脳血管障害、蛋白質ミスフォールディング病

について行動薬理学、神経科学、分子生物学を用いて病態の解明及び創薬開発に

向けた研究を行っている。 

■抗癌剤の副作用に関する研究 

・抗癌剤による末梢神経障害の機序解明及び予防的スクリーニングの探索（下図） 

・抗癌剤による食欲不振に対する有効な対処療法の探索 

■大麻に関する研究（薬物乱用と医療応用） 

・大麻成分の精神作用物質 Δ9-tetrahydrocannebinol (THC)による異常行動の解明 

・大麻成分に着目した医療大麻に関する研究 

・内因性カンナビノイド類、2-AGや anandamide の生理的役割の解明 

■脳血管障害に関する研究 

・脳梗塞の病態解明 

・周産期における低酸素性虚血性脳症の発現機序の解明と再生医療への応用 

■蛋白質ミスフォールディング病の研究 

・プリオン病、シヌクレイノパチーの病態機構の解明と早期診断法の開発 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

オキサリプラチンによる末梢神経障害の発現機序（仮説） 

連絡先：kenichi@fukuoka-u.ac.jp 

研究室の場所：薬学部棟 16号館 6階（生体機能制御学研究室） 
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専修部門：臨床生化学 

専門分野：生化学 

指導教員：本田伸一郎 

研究領域：シグナル伝達・転写調節因子による遺伝子発現制御に関する研究 

研究内容： 

 個体の発生や物質代謝、恒常性の維持など、生体機能の要となる現象には、必

ずといって良いほど遺伝子発現の制御が関与する。体内外環境の変化に応答し

た遺伝子発現は、もっぱら転写の過程で制御されていることが多い。すなわち、

発生・分化プログラムの理解には、転写制御やシグナル伝達システムの分子メカ

ニズムの解明が不可欠である。さらに、医薬品の効果や病態時の代謝異常には、

遺伝子発現の変化が関わっており、薬物治療における戦略にも遺伝子発現の解

析が必要となってくることがある。 

 転写が行われる核内では、DNAの複製や修復など、他の重要なイベントも行

われている。これらは複雑に相互作用しながらダイナミックに調節されている。

また、細胞核の内部には様々な高次構造体が構築されており、それぞれ特徴的な

機能を有して、転写や複製などの染色体機能を系統的に制御していると考えら

れている。さらに、遺伝子発現機構を深く理解するためには、核内イベントだけ

でなく、細胞外からのシグナルがどのような分子に伝えられて機能を発揮する

かという情報伝達メカニズムを解析する必要がある。 

 当研究室では、上記のような概念を基に、特にステロイドホルモン合成系遺伝

子を題材として、その組織あるいは時期特異的な転写活性の制御機構について

研究を行っている。シグナル伝達分子や染色体機能は、転写制御と密接に関連し

ているため、それらの影響を含めて総合的に解析しなければならない。幅広い分

野の原著論文・総説を深く読み解き、生体機能高分子の生理的意義・機能につい

て討論する。生化学のような基礎の分野での成果を、直ちに臨床や実務での応用

に結びつけることは難しい。しかしながら、生命活動の基本原理を解き明かすこ

とは人類の夢であり、実際的な医療にも大きな影響を与える。なぜなら新しい医

療技術の基盤には、常に生命科学の原理が存在するからである。当研究室では、

基礎研究の新たな潮流として、今まで存在しなかったプラットホームを創成で

きる人材育成を目指して活動する。 

連絡先：sihonda@fukuoka-u.ac.jp 

研究室の場所：薬学部棟 16 号館 5 階（生化学研究室） 
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専修部門：臨床生化学 

専門分野：衛生化学 

指導教員：松末 公彦 

研究領域：核内受容体の生理機能および疾病発症との関連性の解明 

研究内容：核内受容体は細胞内の核に存在する受容体であり、リガンドが結合す

ると DNA に結合して転写因子として機能する。これまでの研究報告から、本受

容体はターゲット遺伝子を介して、多くの疾病発症に関与していることが知ら

れている。当研究室は、様々な病態下における核内受容体の生理機能を解析し、

核内受容体と疾病発症との関連性の解明を目指している。 

A. 肥満と核内受容体 

肥満は脂肪細胞に過剰の脂肪が蓄積された状態であり、多くの生活習慣病のリ

スク要因として知られる。当研究室では、脂肪細胞には脂肪の蓄積を促す脂肪蓄

積シグナルが存在するとの作業仮説のもと、マウス脂肪組織や脂肪細胞などを

用いて以下の研究を行っている。 

1. 脂肪細胞の分化に必須な核内受容体 peroxisome proliferator-activated receptor   

  gamma ( PPARgamma) による脂肪蓄積メカニズムの解析。 

2. 脂肪細胞の分化に必須な CCAAT/ enhancer binding protein alpha 

  (C/EBPalpha) による脂肪蓄積メカニズムの解析。 

3. 脂肪細胞における PPARgamma および C/EBPalpha のターゲット遺伝子  

   の単離・解析。 

 

B. 脂肪肝と核内受容体 

脂肪肝は肝実質細胞に過剰の脂肪が蓄積した疾患である。当研究室では

PPARgamma が脂肪肝発症に関与していることを見出しており、脂肪肝におけ

る脂肪蓄積のメカニズムを解明するため以下の様な研究を行っている。 

1. 肝臓特異的 PPARgamma KO マウスを用いた GeneChip 解析により、脂肪  

  肝において脂肪蓄積に関与する PPARgamma ターゲット遺伝子の単離。 

2. すでに多くの脂肪蓄積に関与する遺伝子の単離に成功しており、脂肪肝にお  

   けるそれら候補遺伝子と脂肪蓄積との関連性の解明。 

 

連絡先：matsusuk@fukuoka-u.ac.jp 

研究室の場所：薬学部棟 16 号館 5 階（衛生化学研究室） 
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専修部門：臨床生化学 

専門分野：衛生化学 

指導教員：山野 茂 

研究領域：医薬品および環境化学物質による有害作用発現機序の解明ならびに生活習

慣病発症と核内受容体の機能・関与に関する研究 

研究内容： 

「モルヒネの耐性・毒性発現への代謝物モルヒノンの関与を証明する」 

当研究室では、モルヒネの新電子性代謝物モルヒノンは、1）モルヒネの約 9 倍の急性

毒性を示すこと、2）モルヒネの鎮痛活性を抑えること、3）肝細胞に毒性を示すことな

どを明らかにしている。モルヒネの毒性や耐性発現にモルヒノンが関与しているとの作

業仮説のもと、分子レベルでの解明を目指して以下の研究を行っている。 

１.モルヒノン-μオピオイド受容体（μOR）結合体の同定：マウスを用いた in vivo実

験およびOR を発現させた細胞を用いた in vitro 実験で、モルヒノン-OR 結合体を

同定する。また、OR の下流シグナルの変動を解析する。 

２．モルヒノンによるレドックスシグナルの撹乱：モルヒノン曝露細胞におけるレドッ

クスシグナルに関わる親電子センサータンパク質（Keap1、PTP1B、IKKなど）と

の結合および下流のシグナル分子の変動を解析し、毒性発現への関与について検討す

る。  

「細胞内に脂肪が蓄積される分子メカニズムの解明を目指す」 

＂肥満＂は、脂肪細胞に過剰の脂肪が蓄積された病態であり、多くの生活習慣病のリス

ク要因として知られる。また、肥満者においては、肝細胞にも脂肪が蓄積され、いわゆ

る＂脂肪肝＂を形成している場合が多い。当研究室では、細胞内には脂肪の蓄積を促す

脂肪蓄積シグナルが存在するとの作業仮説のもと、脂肪細胞及び脂肪肝などを用いて以

下の研究を行っている。 

1. 脂肪蓄積因子、peroxisome proliferator-activated receptor (PPAR)の機能解析：

当研究室で見出した脂肪蓄積因子として機能している核内受容体 PPARによる脂肪

蓄積のメカニズムを解析する。 

2. 脂肪蓄積に関連する PPAR標的遺伝子の単離： PPAR KOマウスを用いた GeneChip解

析により、脂肪蓄積に関連する PPAR標的遺伝子を単離する。 

3. 単離された因子による脂肪蓄積のメカニズム：すでに、多くの脂肪蓄積に関与する新

規因子の単離に成功している。単離された候補因子がどのように脂肪蓄積に関与し

ているかを解析する。 

 

連絡先：yamano-s@fcis.ukuoka-u.ac.jp 

研究室の場所：薬学部棟 16 号館 5 階（衛生化学研究室） 
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専修部門：臨床生化学 

専門分野：微生物薬品化学 

指導教員：鹿志毛信広 

研究領域：遺伝子組換え腸内細菌による粘膜免疫制御 

研究内容：腸管は体内に存在しているが、粘膜を介して外界と直接接触しており、

感染症やアレルギー疾患等の疾病に際しての最前線となっている。腸管内には

常在菌として腸内フローラが存在し、腸管粘膜における、神経系、内分泌系、免

疫系に影響をあたえている。本研究では、腸管粘膜における腸内フローラ、特に

乳酸桿菌の新たな機能を見いだし、腸管粘膜を介した疾病の予防・治療へ応用す

る。 

研究の一例： 

乳酸菌を利用して、腸管内で有用ペプチド・タンパク質を CTB（コレラトキシ

ンＢサブユニット）との融合体として発現させる新しい腸管内ペプチド送達シ

ステムを構築し、腸管粘膜を介した疾患の予防および治療への応用を目指す。  

 

 

 

連絡先：kashige@fukuoka-u.ac.jp 

研究室の場所：薬学部棟 16 号館４階（微生物薬品化学研究室） 
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専修部門：臨床医薬品解析学 

専門分野：薬品分析学 

指導教員：能田 均 

研究領域：生体関連物質の新規分析法の開発とその臨床化学的応用 

研究内容： 

様々な先端分析・解析技術が、疾病の診断や治療などの臨床分野に導入され、

それらの質的向上に大きく寄与しています。画期的で新しい技術・方法が、時と

してブレイクスルーとなり、大きな発見に繋がることもあります。私達の研究室

では、生体関連物質を独自なアイデアで、 

● 今まで測定できていなかったものは、測定可能になるような 

● 既に測定されているものは、より高感度に、簡便に測定できるような 

分析法の開発を行っています。 

 

具体的な研究内容の例： 

(1) 有機化学領域で利用されているフルオラス分離とよばれる物理現象を微量

分析化学分野へ導入した『フルオラス誘導体化法』という新しい分析方法を見出

しました。フルオラスという特性は天然には存在しないので、従来の方法に比べ

て飛躍的に高い選択性が発揮されます。生体アミン、アミノ酸、糖類、その他の

分離分析に強力なツールを提供しています。 

(2) エキシマー蛍光とよばれる蛍光分子間の相互作用により引き起こされる現

象論と従来の蛍光誘導体化とを組み合わせた『エキシマー蛍光誘導体化法』とい

う新しい概念に基づく分析方法を開発しました。この方法も極めて高い選択性

と感度を発揮し、生体試料中のポリアミン、ジカルボン酸、ポリフェノール類な

どの分析に適用してきました。 

(3) 近年、ヒトを含む哺乳類体内に様々な D-アミノ酸が存在することに加え、そ

れらと疾患との関連も報告されており、キラルアミノ酸メタボロミクスを基盤

とする創薬や診断の展開が期待されています。生体内の D-アミノ酸含量は極め

て微量であるため、異なる分離モードを組み合わせた多次元 HPLC を用いるこ

とにより高感度かつ高選択的な分析法を開発し、新規機能性物質やバイオマー

カーの探索を行っています。 

 

連絡先：nohta@fukuoka-u.ac.jp 

研究室の場所：薬学部棟 16 号館 5 階（薬品分析学研究室） 
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専修部門：臨床医薬品解析学 

専門分野：薬品分析学 

指導教員：吉田 秀幸 

研究領域：生体関連物質を対象とした高感度・高選択的計測法の開発と臨床応用  

研究 

 

研究内容の概要： 

 私達の研究室では，生体関連物質や医薬品，環境汚染物質などを独自なアイデ

アで， 

● これまで測定できていなかったものは，測定可能になるような 

● これまでにも測定されていたものは，従来よりも高感度あるいは簡便に測定

できるような 

分析法の開発を行っています。 

 

具体的な研究内容： 

 エキシマー蛍光とよばれる蛍光分子間の相互作用により引き起こされる現象

論と従来の蛍光誘導体化とを組み合わせた『エキシマー蛍光誘導体化法』という

新しい概念に基づく分析方法を開発しました（Analytical Chemistry 誌や Journal 

of Chromatography A 誌などに掲載；特許取得済み）。 

 また，有機化学領域で利用されているフルオラス分離とよばれる物理現象を

微量分析化学分野へ導入した『フルオラス誘導体化法』という新しい分析方法を

見出しました（Analytical Chemistry 誌や Talanta 誌などに掲載；特許取得済み）。 

 これらの方法論によって，複雑なマトリックスである生体試料（尿・血液など）

や環境試料（水試料・食品など）中から，微量な分析対象物を選択的に分析する

ことが可能となりました。これまでに，ポリアミン，ジカルボン酸，アミノ酸，

ペプチド，糖類，生理活性アミン類，神経伝達物質，ポリフェノール化合物，各

種医薬品など様々な化合物群の分析法を開発しています。現在，エキシマー蛍光

誘導体化法とフルオラス誘導体化法の適用範囲を鋭意拡充しつつ，生命分析研

究に有用・有益な新しい自然科学現象の探求を行っています。 

 

連絡先：hyoshida@fukuoka-u.ac.jp 

研究室の場所：薬学部棟 16 号館 5 階（薬品分析学研究室） 
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専修部門：臨床医薬品解析学 

専門分野：機器分析学 

指導教員：教授 藤岡 稔大 

研究領域：生体関連物質の選択的分析法の開発とオミクス的研究への応用 

研究内容： 

 

病気の発症と治療薬の働きとの関連性を考える薬学・医学の分野において、血

液や尿に含まれる医薬品や生体成分（アミノ酸やペプチド）、あるいは環境汚染

物質などの濃度や活性を調べることは絶対に欠かせません。そこで、分析方法を

工夫して様々な生体関連分子を 《正確に》 《精度良く》 《低濃度まで》 測定

できる実用的な手法を新たに開発する研究を行っています。さらに、実際に培養

細胞や生体試料（血液や尿）に含まれる様々な成分を測定し、生体における活性

や働きを包括的に評価する研究（オミクス的研究）へ応用しています。 

 

 
連絡先：fujioka@fukuoka-u.ac.jp 

研究室の場所：薬学部棟 16号館１階 機器分析学研究室 
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専修部門：臨床医薬品化学 

専門分野：薬化学 

指導教員：丸岡 博 

研究領域：創薬を指向したリード化合物創製に関する研究 

研究内容： 

 創薬を指向したリード化合物創製に関する研究の一環として、本研究では生

活習慣病治療効果を期待して、 

 １）悪性腫瘍治療薬の開発を指向した新規ヘテロ環分子設計に関する研究 

 ２）真菌症治療薬の開発を指向した新規ヘテロ環分子設計に関する研究 

などのテーマについて研究指導する。 また、新薬開発の起点となる新しいヘテ

ロ環リード化合物（含金属錯体）の発見と合成について、効率的な最適化の流れ

を理解することを目的とした研究指導も行う。 

 本研究での到達目標は、以下の通りである。 

 １）悪性腫瘍治療薬を理解し、その作用機序などを説明できる。  

 ２）真菌症治療薬を理解し、その作用機序などを説明できる。  

 ３）研究課題を立案し、実験を展開できる。  

 ４）研究成果を論文としてまとめて、発表できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

連絡先：maruoka@fukuoka-u.ac.jp 

研究室の場所：薬学部棟 16 号館 4 階（薬化学研究室） 

  

創薬を指向したリード化合物創製に関する研究 

〜特徴ある構造と生物活性を有する新規ヘテロ環分子の設計〜 



20 

 

専修部門：臨床医薬品化学 

専門分野：生薬学 

指導教員：金城順英 

研究領域：植物成分（フィトケミカル）の機能解析 

生薬学研究室の「目標」：医学が「治療」から「予防」へと転換期を迎えつつあ

る現在、天然薬物への関心が高まりつつあります。また新薬開発の先導化合物と

しての価値も増しています。天然薬物の中心は植物成分（フィトケミカル）であ

り、古来、受け継いできた自然からの恩恵に対し、主に植物化学、細胞薬理学的

側面からアプローチすることを目的としています。 

 研究内容： 

【1】天然由来の抗酸化物質が有する多面的な機能解析 

・化学発光法を用いた活性酸素消去能の測定 

【2】福大校内の薬用植物調査 

・植物抽出物ライブラリーの充実 

【3】腸内細菌によるフィトケミカルの代謝物構造解析 

・ヒト由来腸内細菌株 29 種（14 通性嫌気性菌株、13 偏性嫌気性菌株、2

好気性菌株）を用い、フィトケミカルの代謝実験を行い、化学構造の変化

や生物活性との関連を探索。 

【4】ELSD （蒸発型光散乱検出計）を用いたフィトケミカルの同時定量 

・大豆葉、茶葉の Seasonal Variation 研究 

【5】植物由来抗腫瘍活性成分の臨床応用のための探索的研究 

・造血器腫瘍細胞（白血病，悪性リンパ腫、成人 T 細胞白血病／リンパ腫、

多発性骨髄腫）株に対して、腫瘍細胞選択的な細胞増殖抑制効果や殺細胞

効果を持つ抽出物をスクリーニング。その後、活性物質の単離、構造決定。 

 

連絡先：kinjojun@fukuoka-u.ac.jp 

研究室の場所：薬学部棟 16 号館４階（生薬学研究室） 

 


